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に  歯科健診 ： ６月 ３日（水）５・６年生・欠席者 

１０日（水）１・２年生・欠席者 

(3・4年生は終了しました。) 

内科健診 ： ６月２９日（月）５年生・欠席者 



～おうちの方へ～ 

１ プールに入る前の健康観察について 

① 気持ちがよくて楽しい、こどもたちが大好きな水泳学習ですが、水泳は無理をすると思わぬケガや病気につなが

ることもあります。日頃より朝の健康観察をお願いしておりますが、特にこの時期はていねいな健康観察をお願

いします。次の時は、水泳を見合わせてください。 
  

□ 熱がある     □ 頭が痛い    □ 体がだるい      □ お腹の調子が悪い 

□ のどが赤い   □ かぜ気味    □ 朝食を食べない    □ 目が赤い、かゆい、目やにが出る 
 

体調管理には毎日の生活習慣 「早寝・早起き・朝ごはん」 を整えることが大切です。水泳学習の期

間に、お子さんと日頃の生活を振り返ってみてください。また、朝の時点で体調がすぐれない場合は、無理せずに

ご家庭で休養していただけると安心です。 

 

② 麻しん(はしか)流行への注意喚起 

現在、東京都内ではしかの報告数が急増しています。 

【各家庭でのお願い】接種歴の確認：母子手帳等で 2回のワクチン接種が済んでいるか今一度ご確認ください。 

受診時の注意：発熱や発疹など疑わしい症状がある場合は、必ず事前に医療機関へ電話相談し、 

公共交通機関を避けて受診してください。 

感染予防の詳細は、本校ホームページに掲載中の学校配布物「麻しんについて」の内容をご確認ください。 

 

～その他、プールでの活動で流行しやすい感染症～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 定期健康診断について 

眼科・耳鼻科健診（除く：歯科・視力）の未受診や未治療の場合には、 

水泳授業に参加することができません。 早目の受診をお願いいたします。 

 

３「香り」への配慮のお願い 

柔軟剤や洗剤の香りで、頭痛や吐き気などの体調不良を起こす 

「香害（こうがい）」に苦しむ子がいます。化学物質に敏感な人は、 

国内で約 1000万人いると推定されています。 

国や学校の動き： 文部科学省など７省庁が連携し、右記ポスターで配慮を 

呼びかけています。学校には学校保健安全法に基づき、すべての子が健康に 

過ごせる環境を整える責任があります。 

保護者の皆さまへのお願い：学校は多くの子どもたちが長時間、一緒に過ごす 

場所です。柔軟剤や洗剤の使用量を守る香りの強いものの使用を控えるなど、周 

囲のお子さんの健康を守るため、日頃からのご理解とご協力をお願いいたします。 

アタマジラミ 

頭部に寄生し、血を吸われた箇所にかゆみが出ます。治療を始めればプールに入っても構いません。ただし、タオル・水泳帽・ヘ

アブラシの貸し借りはやめましょう。 
 

水いぼ（伝染性軟属腫） 

直径１～３ミリの丸いいぼができ、中にはウイルスを含んだ液体が入っています。痛み・痒みなどの症状はありません。プールの

水ではうつらないのでプールに入っても構いません。ただし、タオル・ビート板などを介してうつることがあるので、これらの共

用は避けてください。プールの後はシャワーできれいに洗い流しましょう。 
 

※ 共通する感染対策としては、『タオルを共有しないこと』があげられます。ご家庭でのお子さんの健康状態のチェックとともに、

持ち物の管理についてもご留意いただければと思います。 

 


